
事業所名：株式会社ジャパンファーム 

＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

当社はかねてより、経営理念として「私たちは『地球』と『人』の健康に貢献します。」を掲げ、循環

型事業を推進して参りました。加えて、2021 年にサステナビリティ経営方針を策定し、3 つの重要

課題（SDGs 8, 12, 13）と 9つの取組を設定致しました。また、省エネ会議や月次会議等を通じ、同

経営方針の浸透と推進に取り組んでいます。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

環境 

☐社会 

経済 

省エネ・温室効果ガスの削減 

エネルギー使用の

原単位▲1%/年 

2030 年時点の温室

効果ガス削減目標

設定 

エネルギー消費量を

原単位 1%を達成。 

環境 

社会 

経済 

畜糞を用いたバイオマス発電・堆肥

供給 

温室効果ガス削減

効果▲10,000mt 

地域への堆肥供給

の継続 

GHG 削減効果▲

10,000mtを達成。 

地域への堆肥供給

は継続中。 

☐環境 

社会 

経済 

雇用の創出 

地域での採用強化 

障がい者法定雇用

率の継続的達成 

障がい者法定雇用

率は継続的に達成し

ている。 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

各種省エネ活動の継続実施、バイオマス発電での発電を通じた買電量減や蒸気供給を通じた重

油使用量削減によち、目標を達成している。その他、地域の養護学校や支援機関等との連携も

継続し、引き続き障がい者法定雇用率も達成している。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 

☐社会 

経済 

省エネ・温室効果ガスの削減 

エネルギー使用原単位▲1%/年 

2030 年時点の温室効果ガス削

減に向けた取り組み検討 

環境 

社会 

経済 

畜糞を用いたバイオマス発電・堆肥供給 

温 室効果 ガ ス 削減効 果▲

10,000mt 

地域への堆肥供給の継続 

☐環境 

社会 

経済 

雇用の創出 

地域での採用強化 

障がい者法定雇用率の継続的

達成 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

特になし 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


